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【主な研究成果】
本研究では，LPSO型マグネシウム合金におけるキンク強化発現のメカニズムをメゾスケールの材料挙動から明らかにすることを目的とし，すべりの勾配として格子欠陥の影響を導入することが可能な高次勾配結晶塑性モデルとメッシュフリー法を組み合わせた数値解析手法により，キンクの形態とキンク強化の相関について明らかにすることを目的とした．報告者はこれまでに，提案手法によりキンク強化をメゾスケールの力学から表現できることを示してきたが，キンク形態とキンク強化の定量的な相関性に対する知見は不十分であった．そこで本研究課題では，多様な形態のキンクを模した解析モデルを作成し，それらに対して複数の境界条件を与えた数値解析を実施した．その結果，メゾスケールの観点からは，結晶方位の回転による結晶方位強化，格子欠陥の存在による欠陥強化，複数のキンクが近接することによって発現する近接強化の3つの因子が複合的に関わっていることを示し，またキンク強化を最適化するキンク形態やキンク密度が存在する可能性を示唆した．
研究期間中，熊本大学を2回訪問し，受入研究者である眞山准教授と研究打ち合わせを行ったほか，オンラインや電子メールでの研究討論・情報交換も積極的に行った．特にILMの設備を活用した高精度な実験と，申請者が提案する材料モデルを高次元で融合する試みについての詳細に議論し，ILMの設備を活用することでキンク強化のメカニズム解明を実験・理論の両面から精緻化できることを確認した．
【今後の展望】
本年度の研究で得られた知見をもとにILMの設備を利用した共同研究を引き続き推進し，来年度以降はLPSO型マグネシウム合金におけるキンク形態とキンク強化の相関を一般化することを目指した研究を実施する予定である．具体的には，キンク形態，キンク界面の割合，変形モード等の種々の条件とキンク強化の相関について，結晶方位強化，欠陥強化，近接強化の観点から，キンク強化の条件を一般化することを目指していく．これにより，キンク強化発現の最適条件が見出されることが期待される．
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